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市
長
の
政
治
姿
勢
に
つ
い
て

問　
行
政
マ
ン
か
ら
な
ぜ
政
治

家
に
と
考
え
た
の
か
。
行
政
マ

ン
で
は
何
が
不
都
合
で
、
市
長

と
い
う
政
治
家
に
な
ろ
う
と
思

わ
れ
た
の
か
、
政
治
家
池
澤
隆

史
の
思
い
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ

い
。

答　
西
東
京
市
の
誕
生
に
携
わ

っ
た
一
人
と
し
て
、
こ
れ
ま
で

の
行
政
経
験
を
生
か
し
故
郷
に

恩
返
し
を
し
た
い
。
皆
様
の
代

表
と
し
て
、
決
断
す
る
力
、
実

行
す
る
力
、
さ
ら
に
責
任
を
備

え
た
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
が
必
要

で
あ
り
、
組
織
の
長
と
し
て
は
、

政
策
を
実
現
す
る
た
め
に
は
、

職
員
と
の
信
頼
関
係
が
重
要
と

考
え
て
い
る
。
市
民
の
皆
様
と

と
も
に
市
政
運
営
に
臨
ん
で
い

く
。

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種

問　
７
月
末
ま
で
に
高
齢
者
の

ワ
ク
チ
ン
接
種
は
完
了
で
き
る

の
か
。

答　
高
齢
者
年
齢
区
分
を
３
段

階
と
し
、
80
％
台
の
接
種
を
見

込
ん
で
い
る
。

問　
市
内
医
療
機
関
の
体
制
や

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
予
約
対
応

に
つ
い
て
は
ど
う
か
。

答　
６
月
よ
り
市
内
５
病
院
や

診
療
所
に
お
い
て
、
身
近
で
安

心
し
て
接
種
を
受
け
て
い
た
だ

け
る
よ
う
体
制
構
築
を
図
っ
て

い
る
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
つ

い
て
は
、
懸
念
さ
れ
て
い
た
ア

ク
セ
ス
集
中
に
よ
る
シ
ス
テ
ム

障
害
も
発
生
し
て
い
な
い
。
ワ

ク
チ
ン
接
種
を
希
望
す
る
全
て

の
方
に
安
心
し
て
受
け
て
い
た

だ
け
る
よ
う
引
き
続
き
接
種
体

制
の
整
備
に
努
め
る
。

問　
医
師
会
と
の
調
整
の
状
況

は
。

答　
円
滑
に
接
種
が
進
め
ら
れ

る
よ
う
に
、
き
め
細
か
く
医
師

会
と
連
携
し
市
民
へ
の
情
報
提

供
に
努
め
る
。

予
算
編
成
に
つ
い
て

問　
予
算
に
お
い
て
ど
の
よ
う

な
政
策
判
断
を
し
た
の
か
。

答　
子
ど
も
が
ど
真
ん
中
の
ま

ち
づ
く
り
や
健
康
応
援
都
市
の

実
現
に
向
け
た
取
組
を
中
心
に
、

市
民
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
予
算
と

し
た
。

問　
第
４
次
行
革
の
目
標
は
達

成
で
き
て
い
な
い
が
、
対
応
は
。

答　
持
続
可
能
な
財
政
基
盤
の

確
立
と
バ
ラ
ン
ス
が
重
要
。
第

４
次
行
革
を
着
実
に
推
進
す
る
。

問　
財
政
調
整
基
金
残
高
も
目

標
値
に
は
至
っ
て
な
い
が
、
前

年
度
比
約
６
億
８
千
万
円
の
残

高
回
復
見
込
み
と
な
っ
て
い
る
。

近
年
に
な
い
傾
向
で
あ
り
、
市

長
の
明
確
な
意
思
な
の
か
。

答　
財
政
調
整
基
金
残
高
の
回

復
は
、
課
題
の
１
つ
で
あ
り
、

特
に
意
識
し
た
。

問　
臨
時
財
政
対
策
債
の
満
額

発
行
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で

も
見
直
す
べ
き
と
意
見
し
て
き

た
。
西
東
京
市
誕
生
以
来
初
め

て
当
初
予
算
に
お
い
て
、
発
行

額
を
５
億
円
抑
制
し
た
。
基
金

同
様
市
長
の
意
思
か
。

答　
償
還
と
借
入
の
バ
ラ
ン
ス

を
意
識
し
、
借
入
を
抑
制
し
た
。

意
見　
基
金
残
高
や
公
債
費
管

理
に
つ
い
て
は
、
池
澤
色
が
明

確
に
出
て
お
り
、
こ
の
点
に
つ

い
て
は
高
く
評
価
す
る
。
今
回

だ
け
の
対
応
で
は
な
く
、
今
後

明
確
な
ル
ー
ル
化
を
行
う
よ
う

求
め
る
。

公
共
施
設
に
つ
い
て

問　
こ
れ
か
ら
の
市
役
所
の
あ

り
方
や
市
民
サ
ー
ビ
ス
、
行
政

需
要
の
変
化
な
ど
想
定
さ
れ
る
。

施
設
の
維
持
管
理
コ
ス
ト
の
最

適
化
を
ど
う
す
る
の
か
。

答　
現
在
の
保
有
量
を
維
持
し

た
場
合
、
令
和
42
年
度
ま
で
の

39
年
間
で
約
２
千
億
円
を
超
え

る
更
新
費
用
が
必
要
。
公
共
施

設
の
質
と
量
の
最
適
化
、
維
持

管
理
コ
ス
ト
の
縮
減
を
図
っ
て

い
く
。

意
見　
こ
れ
ま
で
も
指
摘
し
た

が
、
床
面
積
保
有
量
の
10
％
減

で
は
な
く
、
効
果
額
が
必
要
で

あ
る
。
計
画
が
示
さ
れ
た
段
階

で
確
認
す
る
。

エ
リ
ア
（
圏
域
）
の
再
構
築

問　
圏
域
を
設
定
す
る
の
で
あ

る
な
ら
ば
、
中
学
校
区
を
エ
リ

ア
と
し
、
公
共
施
設
再
編
計
画

な
ど
と
連
携
し
進
め
る
べ
き
で

あ
る
と
言
っ
て
き
た
。
市
長
は

学
校
を
中
心
と
し
た
地
域
性
を

重
視
し
て
い
る
が
、
エ
リ
ア
を

ど
の
よ
う
に
と
ら
え
る
の
か
。

答　
エ
リ
ア
の
再
構
築
は
重
要

な
テ
ー
マ
。
顔
の
見
え
る
つ
な

が
り
が
重
要
で
あ
り
、
中
学
校

区
程
度
の
規
模
を
視
野
に
エ
リ

ア
の
設
定
を
検
討
す
る
。

待
機
児
童
対
策

問　
本
年
度
の
待
機
児
童
数
は
。

待
機
児
童
ゼ
ロ
の
実
現
は
。
地

域
に
よ
り
偏
り
が
あ
る
の
で
あ

れ
ば
、
全
体
の
バ
ラ
ン
ス
も
考

慮
す
る
必
要
が
あ
る
が
、
検
討

状
況
は
。

答　

４
月
１
日
時
点
の
待
機
児

童
は
36
人
で
あ
り
、
昨
年
度
よ

り
61
人
減
。
地
域
バ
ラ
ン
ス
は
、

市
北
西
部
や
市
東
部
が
比
較
的

多
く
、
こ
の
周
辺
地
域
に
認
可

保
育
園
１
か
所
、
小
規
模
保
育

所
２
か
所
の
整
備
を
行
い
、
約

110
人
の
受
入
れ
拡
大
を
予
定
。

令
和
４
年
４
月
の
待
機
児
童
解

消
へ
向
け
対
策
を
進
め
る
。

若
者
向
け
新
規
事
業

問　
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
を
活
用
し
た
若

者
相
談
事
業
の
取
組
内
容
は
。

答　
自
殺
防
止
対
策
と
し
て
、

若
年
層
の
相
談
環
境
に
視
点
を

置
き
、
生
活
形
態
に
配
慮
し
た
。

問　
学
生
応
援
特
別
給
付
金
の

内
容
は
。

答　
国
の
修
学
支
援
新
制
度
の

認
定
を
受
け
て
い
る
西
東
京
市

民
の
学
生
を
対
象
に
、
１
人
当

た
り
５
万
円
を
給
付
す
る
も
の
。

意
見　
コ
ロ
ナ
禍
で
の
対
応
で

あ
り
、
事
務
手
続
は
簡
素
化
を

図
る
べ
き
で
あ
る
。

学
童
ク
ラ
ブ
に
つ
い
て

問　
定
員
200
％
超
へ
の
対
応
は
。

答　
教
育
委
員
会
と
も
連
携
し
、

東
小
学
校
の
一
部
施
設
を
学
童

ク
ラ
ブ
用
に
改
修
す
る
工
事
を

実
施
。
今
後
も
教
育
委
員
会
と

協
議
し
、
施
設
確
保
に
努
め
る
。

特
別
支
援
学
級
体
制
整
備

問　

４
校
体
制
の
効
果
と
は
。

答　
拠
点
校
を
増
や
す
こ
と
で
、

適
切
な
グ
ル
ー
プ
編
成
が
で
き
、

よ
り
個
に
応
じ
た
指
導
、
支
援

が
で
き
る
と
考
え
て
い
る
。

学
校
応
援
団
に
つ
い
て

問　
ど
の
よ
う
な
こ
と
を
期
待

し
、
地
域
へ
ど
の
よ
う
な
呼
び

か
け
を
す
る
の
か
。

答　
地
域
ぐ
る
み
で
子
ど
も
た

ち
の
学
び
や
成
長
を
支
え
る
仕

組
み
と
と
ら
え
て
い
る
。
子
ど

も
た
ち
の
健
や
か
な
成
長
や
地

域
へ
の
愛
着
が
高
ま
る
こ
と
を

期
待
し
て
い
る
。
ま
た
地
域
全

体
の
活
性
化
に
も
つ
な
が
る
。

意
見　
学
校
関
係
者
の
人
脈
が

も
の
す
ご
く
大
事
に
な
る
。
今

あ
る
制
度
も
し
っ
か
り
活
用
し
、

つ
な
い
で
い
く
こ
と
も
進
め
て

い
た
だ
き
た
い
。

学
習
環
境
の
充
実

問　
学
習
進
度
に
つ
い
て
い
け

な
い
児
童
に
対
し
、
ど
の
よ
う

な
対
応
を
と
っ
て
い
る
の
か
。

答　
習
熟
度
別
授
業
で
児
童
生

徒
の
習
熟
度
に
合
っ
た
指
導
や
、

個
別
の
指
導
も
行
っ
て
い
る
。

問　
逆
に
学
校
の
学
習
内
容
で

は
物
足
り
な
い
児
童
生
徒
へ
の

対
応
は
。

答　
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想

が
開
始
さ
れ
、
学
習
コ
ン
テ
ン

ツ
の
活
用
に
よ
り
、
予
習
や
応

用
問
題
に
取
り
組
む
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

意
見　
進
度
に
つ
い
て
い
け
な

い
子
に
は
丁
寧
に
フ
ォ
ロ
ー
し

て
い
た
だ
き
、
進
度
に
十
分
な

子
に
は
天
井
を
設
け
な
い
よ
う

な
指
導
を
。
ま
た
学
校
は
個
人

が
学
ぶ
の
に
加
え
、
友
達
と
関

わ
り
あ
い
な
が
ら
、
違
い
を
認

め
あ
う
こ
と
、
支
え
あ
う
こ
と

も
大
切
で
あ
る
。

ひ
ば
り
中
跡
地
に
つ
い
て

問　
ひ
ば
り
が
丘
中
学
校
は
い

よ
い
よ
２
学
期
か
ら
新
校
舎
に

移
転
す
る
。
解
体
後
の
跡
地
は

ど
の
よ
う
に
す
る
の
か
。

答　
教
育
委
員
会
の
検
討
段
階

か
ら
調
整
を
し
、
跡
地
活
用
方

針
等
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
方
向

性
を
定
め
て
い
く
。

問　
新
校
舎
は
既
に
竣
工
し
て

い
る
。
用
地
取
得
額
は
約
35
億

円
で
あ
り
、
現
況
学
校
用
地
の

二
重
保
有
で
あ
る
。
財
産
を
い

ち
早
く
市
長
部
局
に
移
管
し
対

応
を
。

答　
総
合
管
理
計
画
の
改
定
を

検
討
す
る
中
で
方
向
性
を
定
め

る
。

高
齢
者
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン

問　
都
補
助
に
よ
り
、
本
年
10

月
よ
り
65
歳
以
上
の
自
己
負
担

が
半
額
に
な
る
が
時
限
措
置
と

聞
い
て
い
る
。
本
市
の
対
応
は
。

答　
本
年
10
月
１
日
か
ら
の
接

種
分
に
つ
い
て
自
己
負
担
額
が

５
千
円
か
ら
２
千
500
円
に
減
額

と
な
り
、
令
和
５
年
度
ま
で
の

３
年
間
と
す
る
。

問　
本
年
９
月
末
ま
で
に
受
け

た
方
は
半
額
と
な
ら
な
い
。
市

の
単
独
に
て
９
月
末
ま
で
受
け

た
方
に
も
対
応
す
べ
き
で
は
。

答　
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
と

の
兼
ね
合
い
で
、
混
乱
が
予
想

さ
れ
、
事
務
の
煩
雑
化
や
ト
ラ

ブ
ル
が
想
定
さ
れ
る
の
で
市
独

自
対
応
は
し
な
い
。

意
見　
事
務
の
煩
雑
で
は
な
く
、

市
民
に
と
り
有
意
義
な
対
応
を
。

福
祉
施
設
短
期
入
所
整
備

問　
短
期
入
所
を
活
用
し
た
緊

急
時
の
受
入
れ
態
勢
に
つ
い
て

の
拠
点
整
備
は
ど
う
か
。

答　
泉
小
学
校
跡
地
の
障
害
福

祉
施
設
を
活
用
し
、
緊
急
時
の

迅
速
、
確
実
な
相
談
支
援
の
実

施
及
び
短
期
入
所
の
活
用
が
可

能
に
な
る
。
さ
ら
に
、
体
験
の

機
会
提
供
や
共
同
生
活
援
助
の

支
援
体
制
を
提
供
し
て
い
く
。

西
武
新
宿
線
連
続
立
体
交
差

問　
事
業
認
可
ま
で
の
ス
ケ
ジ

ュ
ー
ル
は
。

答　
本
年
度
に
都
市
計
画
決
定

を
し
、
影
響
が
生
じ
る
関
係
権

利
者
の
方
を
対
象
に
用
地
測
量

等
説
明
会
を
行
い
令
和
４
年
度

か
ら
令
和
５
年
度
に
事
業
認
可

を
取
得
す
る
予
定
で
あ
る
と
の

こ
と
。
完
成
は
令
和
18
年
度
か

ら
19
年
度
を
目
指
す
と
の
こ
と
。

東
大
農
場
に
つ
い
て

問　
農
場
周
辺
の
地
区
計
画
が

変
更
さ
れ
た
が
、
地
域
の
豊
か

な
緑
を
ど
の
よ
う
に
保
存
し
て

行
く
の
か
。

答　
地
区
計
画
で
は
、
キ
ャ
ン

パ
ス
再
整
備
を
行
う
地
区
の
緑

豊
か
な
空
間
を
確
保
し
、
土
地

利
用
転
換
が
想
定
さ
れ
る
地
区

の
緑
化
を
推
進
す
る
。

意
見　
都
市
計
画
道
路
３・
４
・

９
号
線
が
開
通
す
れ
ば
、
利
便

性
が
大
き
く
向
上
す
る
。
市
民
、

行
政
、
東
大
が
連
携
し
て
農
業

に
親
し
め
る
、
緑
の
空
間
に
な

れ
ば
と
思
う
。

温
室
効
果
ガ
ス
実
質
ゼ
ロ
へ

問　
単
純
に
二
酸
化
炭
素
の
排

出
を
な
く
す
の
で
は
な
く
、
ほ

か
の
取
組
と
合
わ
せ
て
ゼ
ロ
に

す
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。

本
市
と
し
て
脱
炭
素
社
会
に
向

け
た
具
体
的
な
取
組
は
何
か
。

答　
市
庁
舎
等
へ
の
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
、
環
境
に

配
慮
し
た
公
用
車
導
入
な
ど
、

効
果
的
な
取
組
を
検
討
す
る
。

意
見　
自
治
体
と
し
て
ど
の
よ

う
な
こ
と
が
効
果
的
な
の
か
。

市
民
へ
の
啓
発
も
こ
れ
ま
で
と

は
違
う
視
点
で
考
え
な
け
れ
ば

い
け
な
い
。

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
事
業
者
支

援問　
市
内
事
業
者
を
取
り
巻
く

経
営
環
境
は
一
層
厳
し
い
。
キ

ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
ポ
イ
ン
ト

還
元
事
業
、
市
内
消
費
喚
起
事

業
、
エ
ッ
セ
ン
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ

ー
応
援
事
業
の
進
捗
は
。

答　
ポ
イ
ン
ト
還
元
事
業
に
つ

い
て
は
、
事
業
者
、
消
費
者
に

向
け
た
説
明
会
を
開
催
す
る
。

消
費
喚
起
事
業
は
、
９
月
１
日

事
業
開
始
に
向
け
準
備
し
て
い

る
。
エ
ッ
セ
ン
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ

ー
応
援
事
業
は
、
対
象
と
な
る

事
業
所
に
対
し
て
案
内
を
発
送

し
て
い
る
。

問　
消
費
喚
起
事
業
の
抽
選
販

売
方
法
と
引
換
方
法
は
。

答　
７
千
円
分
の
チ
ケ
ッ
ト
を

５
千
円
で
販
売
し
、
オ
ン
ラ
イ

ン
及
び
往
復
は
が
き
で
受
け
付

け
る
。
販
売
場
所
は
市
内
19
か

所
の
郵
便
局
に
依
頼
し
て
い
る
。

（
仮
称
）Ｍ
Ｕ
Ｆ
Ｇ
パ
ー
ク

問　
い
こ
い
の
森
公
園
を
し
の

ぐ
広
大
な
緑
地
と
運
動
場
で
あ

り
、
令
和
５
年
６
月
を
目
途
に

開
放
に
至
っ
た
経
緯
に
つ
い
て
。

答　
（
株
）三
菱
Ｕ
Ｆ
Ｊ
銀
行
が

所
有
す
る
武
蔵
野
運
動
場
は
、

持
続
可
能
な
環
境
・
社
会
の
実

現
に
向
け
た
取
組
の
一
環
で
あ

る
と
の
こ
と
。

問　
公
・
民
・
学
の
具
体
的
な

連
携
と
は
何
か
。

答　
多
世
代
が
過
ご
す
活
動
エ

リ
ア
と
し
て
は
申
し
分
な
く
、

協
定
内
容
を
生
か
し
、
児
童
生

徒
、
学
生
の
交
流
を
図
り
地
域

住
民
と
行
政
が
連
携
す
る
居
場

所
づ
く
り
に
努
め
て
い
く
。

ひ
ば
り
ヶ
丘
駅
周
辺

問　
駅
南
口
の
市
道
104
号
線
の

東
側
歩
道
は
4.5
ｍ
へ
と
拡
幅
予

定
だ
が
、
ど
の
よ
う
に
な
っ
て

い
る
の
か
。
西
側
マ
ン
シ
ョ
ン

建
設
工
事
と
の
調
整
は
。

答　
東
側
歩
道
の
北
側
約
110
ｍ

に
お
い
て
幅
員
2.5
ｍ
を
4.5
ｍ
に

拡
幅
す
る
。
マ
ン
シ
ョ
ン
開
発

事
業
等
の
影
響
を
踏
ま
え
、
施

行
範
囲
や
施
工
時
期
を
十
分
調

整
し
事
業
進
捗
に
努
め
る
。

問　
駅
北
口
都
市
計
画
道
路

３・
４・
13
号
線
の
進
捗
状
況
は
。

答　
延
長
約
219
ｍ
の
区
間
は
、

用
地
交
渉
に
向
け
た
準
備
を
東

京
都
、
新
座
市
そ
れ
ぞ
れ
進
め

て
い
る
と
伺
っ
て
い
る
。

意
見　
３
・
４
・
13
号
線
は
ひ

ば
り
ヶ
丘
駅
北
口
か
ら
調
布
保

谷
線
へ
の
重
要
な
交
通
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
で
あ
る
。
早
期
整
備
を

す
る
よ
う
要
請
を
お
願
い
す
る
。

田
無
駅
南
口
に
つ
い
て

問　
駅
前
交
通
広
場
に
つ
い
て

は
、
ゆ
っ
く
り
と
着
実
に
進
展

し
て
い
る
が
、
イ
メ
ー
ジ
図
を

掲
げ
る
こ
と
は
で
き
な
い
か
。

答　
昨
年
度
ま
で
に
、
事
業
面

積
の
約
20
・
８
％
の
用
地
取
得

を
完
了
し
た
。
早
期
完
了
を
目

指
し
引
き
続
き
権
利
者
の
皆
様

に
対
し
て
事
業
協
力
の
お
願
い

の
継
続
と
と
も
に
、
移
転
方
法

や
生
活
再
建
等
の
協
議
を
重
ね

て
い
く
。
イ
メ
ー
ジ
図
は
進
捗

を
踏
ま
え
て
作
成
し
て
い
く
。

問　
認
可
期
間
の
令
和
５
年
３

月
31
日
ま
で
に
完
成
す
る
の
か
。

答　
事
業
進
捗
を
踏
ま
え
る
と

事
業
認
可
の
延
伸
に
つ
い
て
は

調
整
検
討
が
必
要
と
考
え
る
。
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